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1.諸言 

前庭代償の研究ではラットやモルモットを使用しためまい平衡障害モデル動物が多用され

てきた 1),2)。しかし研究の将来性を考慮すると、遺伝工学的アプローチが容易であるマウス

で簡便かつ再現性の良いめまい平衡障害モデルの確立が重要となる。今回われわれはアル

サニル酸を用いた内耳破壊法をマウスに施行し、この方法がめまい平衡障害モデル作成法

として有用であるかを動物行動学的、組織化学的に検討した。 

 

2.方法 

C57BL/6N マウス（10 週齢）を使用した。鼓膜切開後 0.4 M p-アルサニル酸ナトリウム溶

液 50μL を鼓室内に投与し 5 分留置後吸引除去した。コントロールに対しては 0.1M リン

酸緩衝液（phosphate buffer：PB）50μL を鼓室内に 5 分間投与した。動物行動学的指標と

して頭部偏倚角、眼振を観察した。また組織化学的指標として側頭骨ヘマトキシリン・エ

オジン（hematoxylin eosin：HE）染色、cFos を用いた免疫染色を行った。 

 

3.結果 

頭部偏倚角を測定すると 48 時間後に最も斜頸となった。また内耳破壊 48 時間後には左へ

の水平性眼振が観察できた（図 1）。側頭骨 HE 染色ではアサニル酸による内耳破壊後、耳

石の消失、炎症細胞の浸潤、細胞質の脱落を認めた（図 2）。内耳破壊 48 時間後、破壊側

前庭神経核において健側前庭神経核と比較して cFos の発現が多くみられた（図 3）。 

 

4.考察 

頭部傾斜、眼振、側頭骨 HE 染色標本、前庭神経核での cFos の発現から本方法で内耳破壊

が可能であることが確認できた。神経活性化マーカーとして利用している cFos など最初期

遺伝子の中枢前庭系神経回路における意義として、エンケファリンなどの最初期遺伝子に

制御される因子が神経伝達的、神経栄養的役割を持って前庭代償に関与している可能性が

示唆された 3)。 



 

5.結語 

遺伝工学的アプローチが容易であるマウスを用いて簡便かつ再現性の良いめまい平衡障害

動物モデルの確立し、一側内耳破壊後の中枢神経系の可塑性による前庭代償過程の詳細を

検索することに成功した。 
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